
泉
州
堺
安
攻
太
地
格展
並
に
津
波
の
記
錦上

治

虞

次

郎

大
日
本
地
震
史
料
に
は
｢
和
泉
｣
亡
か
｢
堺
｣
だ
か
い
ふ

地
名
は
甚
だ
少
-
て
'
漸
-
慶
長
元
年
七
月
'
晃
文
二

年
五
月
の
両
国
の
地
震
に
観
名
だ
け
記
載
さ
れ
て
あ
る

乃
ミ

安
政
元
年
六
月
だ
十

!
月

どの
両
回
に

｢
泉
州

堺
｣
な
る
地
名
が
見
わ
る
位
で
あ

る｡
安
政
地
震
の
記

事
も
極
め
て
簡
単
で
.
六
月
の
地
震
の
際
は
.
大
阪
の

破
寮
を
詳
細
に
記
し
た
後
､｢
紀
州
和
歌
山
.
丹
波
亀
山

0
0
0

泉

州

堺

'
右
も
大
阪
同
機
之
由
｣
｢
地
震
寸
鈷
ビ
て
成
人

の
語
-
L
は
･･･-
･･東

大
阪
堺
紀
州
丹
波
丹
後
播
磨
三

〇
〇

寸
｣
だ
あ
る
の
み
で
.
十

一
月
地
巌
の
際
に
は

｢
泉
州

○堺
西
の
宵
月
ケ
略
佐
野
艮
塚
岸
の
和
閃
.
何
れ
も
大
損

波
砕
波
折
節
も
布
之
侠
｣
だ
記
さ
れ
て
あ
る
｡
地
震
史

料
に
地
名
を
度
々
耕
せ
ら
れ
る
の
.は
結
構
で
は
な
い
が

地
名
が
少
な
い
か
ら
ご
て
必
や
し
も
'
地
震
が
少
な
か

つ
吾
だ
い
Å
静
に
も
行
か
ぬ
｡
仁
和
天
皇
三
年
の
卦
麓

叉
は
大
阪
天
王
寺
の
金
堂
を
倒
し
.
輔
錬
'
阿
波
等
の

泉
州
堺
安
政
大
地
賢
蝕
.1
沖
汝
の
紀
鋲

近
海
に
浄
泊
が
あ
っ
た
ど
い
ふ
正
中
十
六
年
の
大
震
'

河
内
の
葛
井
守
大
鳥
居
倒
潰
'
近
海
に
浄
泊
を
起
し
た

天
正
十
三
年
の
大
患
'
基
他
賓
永
四
年
等
の
大
地
震
に

は
和
泉
も
相
常
に
敬
等
が
あ
つ
た
に
は
粕
連
な
い
｡
但

し
'
和
泉
を
定
盤
ビ
す
る
大
震
は
或
は
稀
で
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
ぬ

｡
兎
に
角
地
震
の
記
錦
が
少
い
の
は
展
に

地
震
の
少
い
蟻
令
だ
他
の
原
因
で
記
鏡
が
乏
し
い
蟻
命

だ
を
考

へ
ね
ば
な
ら
ぬ
｡

衆
に
記
す
は
'
嘉
永
七
年
堺
大
地
震
記
錬
(堺
市
､熊

野
町
西
二
丁
目
厳
木
甚
之
輔
成
就
)
}J
大
洛
あ
園
内
に

あ
る
耕
地
罵
津
浪
碑
々
文
で
あ
る
｡
こ
の
碑
は
花
園
贋

石
碑
で
高
さ
九
尺

一
寸
'
巾
二
尺
八
寸
､
厚
さ

7
尺
三

寸
五
分
.
重
石
高
さ
阿
尺
二
寸
p
巾
八
尺

一
寸
の
大
な

る
も
の
で
あ
っ
て
'
表
面
に
｢
擁
護
酪
｣
W
大
審
L
t
裏

面
に
碑
文
を
記
し
て
あ
る
｡
此
の
他
'
市
内
宿
院
町
西

一
町
楠
源
次
郎
氏
は
'
粧
之
中
安
政
世
間
噂
'
安
政
二

乳
工
莞

7
九



地

班

第
六
懸

年
刊
p
諸
陶
大
地
震
大
津
汲
給
固
'
粛
永
七
年
十

f
月

刊
p
語
間
大
地
震
大
津
波
世
荘
-

一
鷺
.
嘉
永
七
年
十

月
刊
を
所
蔵
さ
る
C
飼
.

叫
亀
山
城
守
御
用
啓
類
に
は

六
月
大
震
の
様
子
だ
て

｢
E
.
車
乗
は
大
阪
上
-
少
々

畔
-
御
座
供
腎
武
家
町
人
共
骨
表
わ
盛
を
戴
立
退
居
候

趣
尤
怪
我
<
等
を
及
承
不
申
候
｣
ビ
記
し
て
あ
る
｡

嘉
永
七
年
堺
大
地
震
記
鎌

寅
水
甚
之
輔
武
蔵
)

妨
三
沸

短

篇

.･J
L<
雌

問

十
六
i;
登
よ
り

同 同 苔 同 同 朝
八 九 四 五

ク 中 ソ ソ 牛 ッ

時時悼時時時

小
地
監

小
地
盤

申
地
質

小
地
監
二

小
地
箆

中
仙
t.1
二

二

〇今
程
よ
り
内
で
Sn
る
人
有
拓
宿

探
れ
る
人
有
之
俵

同
十
九
日
朝
よ
り

七
ツ
時
雨

靭

l
五

少

時

小
地
産

杏
四

ツ
暗

小
地
質

同
七

ツ

時

小
地
監

ltllLIRi;
ll.九

.ツタ

小=･l:I:･Z
品

･=
I

六

月
十

三

口

務

九

ウ
ノ
時

伺
八

少
時

〆
二
度

同

十
四
H
葦
よ
り

裾
八

ツ

時

同
八

ソ
中
幡

同
七

少
時

伺
七
M/
申
時

間
六

ツ.
吋

間

四
ツ

同

畑
T

Ti.,7
九

ツ

時 時 時

同

Bi.

も
げ

ノl

nH

小
地
監

小
地
箆

大
地
監

中
地
鰐

小
地
盤

こ

小
地
霊
こ

小
地
賢
二

小
地
雷
こ

同

中

幡

同
八

夕
呼

向
i
]

少
時

小
地

箆

小

地
震
こ

巾
地
箆
ニ

小
地
質
こ

小
地
袋
こ

小
蛾
だ
こ

〆
十
度

同

十
五
日
責
よ
り

朝
五

夕

心肝

大
地
轡
鵬

小
地
匪
]
l

〆
十
四
度

市
中
衆
太
さ
わ
ざ

樵
茶
棚
行
内

有
大
塔

へ
行
内
荷

宿
院
大
帝
天

榊
糾
明
行
△
内
表

へ
‥
や
多
事

か
田
儀
裾
か
や
つ
り
候

固
十
五
日

夜
九
少
時

珂
風

中
地
盤

同
八

夕
幡

大
地
悉

同

年

時

間

六

リ
時

間

外
T

膝

同

中

将

小
地
霊

同
七

夕

時

小
地
監
二

同

率

呼

心
地
農

〆
十
二
度

市
中
衆
十
TLj
日
夜
同
所

同

十
七
日
よ
り

胡
五

ヅ

時

小
地
箆

整
九

夕
晴

小
鳩
箆

同
七

夕
幡

小
地
歴

根
拠ー

少
時

畔
地
鑑

同
八

ツ
時

小
地
盤

同
七

少
時

小
地
監

〆
六
度

同
七

ヅ

ni:帖 岬

〆
六
度

同
廿
日
よ
り

裾
雨

准
七

･=t
時

間
六

y
時

〆
同

九
少
時

〆
三
波

同
〆 裾 〆 務 朝

XL.骨 二 八 五

ブ 首 班 ヅ 少
時 よ 暗 時

り

小
地
盤

小
鳩
藍

小
地
麓

小
地
監

小
地
霊

小
地
盤

小
池
監

斗
地
箆

小
地
箆

同
十
八
日
よ
り

朝
四

ヅ

暗

黙
八

ツ.
時

同
セ

リ
時

′
ご
l度

北
風小

地
髭

小
嶋
箆

･小
地
爪炭

同
〆同 同 夜
三九 四 五 廿

ソソ IL}

時 幡 時

/トか 小
地 身 地
1'ミナよlL淫

り



同

廿
三
=
よ
り

讃
七

ソ

岬

小
地
訟

〆
八
月
‥
ろ
泡
お
り
く

小
地
箆

粛
之
倹

4

1_/
食

六
十
三
度

p'岡 田 夜間
･八 九 五七

ツ .lJl'_ツ ツ

時 幡 岬 時

･ト ′ト 小小
地地 地 場
'Lll空重 .t･:ミ淀

糊

同

七

日

慧

晶

歳

十

1
=
凹
日

朝
四
ソ
中
幡

同
盗 胡 〆 同 夜 盤
-bTLITL 九 四 八

ッ ヅ Fl タッ ク

時 時 幡 峠 時

ノト′ト 小 大
地 的 地 地
rLTiLll-51三m

大
地
E3

大
地
箆

碁
六
ツ
中
幡

挿
花
み

p'乾 固 耗
八 四 五.

ク ツ 少

時 時 時

中

大
駐

小
地
監

小
地
袋

打
中
小
庭
井
聴
お
り
侠

同

六
ヒ

整
九

タ

時

小
地
盤

同 同 同
同 夜 〆 同 舵 苛 〆 同 同 社 pJ同 同 夜 〆 同 番
七 五 十 八 九 六 十 六 七 五 九 七 九 四 九 .:rL

… 日 … タ ロ ク ック FIl … ヅ …
帖 時 時 四 時 時 呼 時 時

風

小 小 小 小 小 小 小 小
地 地 地 地 地 地 地 軸
監 震 監 毘 窮 投 影 箆

同 同 同 同 同 同
乾 聴 p' 裾 准 登 pJ聴 迎 〆

八 四 十 四 十 八 十 五 七 十

… 雷 ッ 管 ソ 言 ッソ tT

十
六
日

十
八
日

七 五

ツ タ

暗 時 時 椿 姫 時 唯 時

小 ′1､
地 地
LrlLTi

同 FI]

lF:i】 1モ

七 ･lL廿 廿

U ll
ツ LIJ

時 幡

小
池
細
腕

小
地
袋

小
地
藷

小
地
髭

小
地
温

小
地
箆

同
十
七
日

小
地
箆

小
地
監

時 樽 崎 幡 幡

小 小 小 小 小
地 地 場 地 地
袋 霞 髭 怒 箆

〆
同

十
九
日

裾
七

夕

〆

同

廿
日

聴

入

ヅ

同

廿

丁
日

夜
六

夕

〆

泉
州
堺
安
政
大
地
袋
北
に
粋
汝
の
馳
蝕

幡

小
地
毘

時

小
地
質

暗

小
地
質

1
望

〆

同

廿
四
日

同
廿
五
円

同

廿
六
日

盗
八

少

時

小
池
箆

〆
同

廿
七
日

舵
五

少

時

小
池
麗

〆
同

廿
八
日

市
六
夕
中
幡

小
地
鷺

〆
同

廿
九
日

十
二
円
朔
日

裾
四

少

時

小
地
袋

同
七

ヅ

幡

小
地
袋

〆
同

二
日

杏
入

少

時

小
地
霊

陶

芸
日

夜
四

少

時

小
地
袋

岡

田

日

岡

五
8

二

】



地

球

耗
凡

ツ
時

小
池
監

〆
同

大
打

舵
八

少

時

小
地
質

〆
同

七
日

衣
九
ヅ
八
分

中地
震

〆
同

八
日

聴
七
夕
八
分

小
地
質

〆
同

九
日

同
十
日

聴
蜘

ソ

時

小
嶋
既

〆
同

十

一
日

甚
六

少

時

中
地
震

〆

同 同
課 〆 夜 同 同 盟 雷 恕
四 十 八 八 四 五 十 八 五

p 雷 … … 習 …

〆
同

十
六
日

巻
上ハ
ブ

〆

時 時 時 時 時 時 時 時

中 小 小 小 小 小
他 地 地 地 地 地
袋 盛 賢 袈 裟 毘

第
三
班

〆

妄
1

廿
凶
日

同
廿
五
日

同

廿
六
日

同
廿
七
日

間

廿
八
日

間
廿
九
日

堺
地
震
津
浪
碑
々
文

こ
こ同

冊
日

朝

五

少

時

小
地
袋

〆合

七
十
五
度

(脚
錆

相
順
朗
帽
)

同
･･;/.Af･::了 -J,-･J∴ .Ii..5
十 六 七 十 七 九 五

-! 日詰 ‖､ .'.I..言時 時 時

′卜小 小 小 小
地 地 地 地 地
栗 監 震 既 望

同

十
八
日

同

廿
日

夜
凹

ヅ

〆
同

廿

1
日

同
四

ヅ

同
七

夕

同
人
.
ヅ

〆

ヒけ
時時時

小
地
質

同
十
七
日

小
地
'=山

間
十
九
日

小
地
震

小
地
盈

小
地
袋

小
地
鮭

碑波津濃 地 堺

同

廿
二
日

間

･廿
三
日

小代

四

･=1

軍
氷
七
罵
り
tJ
L
六
月
十
四
日
地
霊
あ
ら
-

し
-
よ
i1
も
十

l
月

四
日
朝
五
日
夕
に
つ
よ
-
ゆ
り
う
ご
古
事
LT
は
ゆ
る
く

そ
の
沖
の
か

i1
お
?}
ろ
-

L-
光
り
ふ
ii
め
dF,暮
花
ん
‥
ろ
俄
に
押
流
i1
ち
て
州

す
じ

へ
け

ハし
-
込

い
り
引
も
ま
た
は
げ
し
-
川
通
り
に
紫
L
船
､,,
ら

は
碇
鯛
さ
れ

非
さ
す
ち
か
ら
i1
ら
や
先
願
に
達
入
り
そ
=
よ
‥
ゝ
へ
つ

き
あ
て

ゝ
柿
八
つ
も
崩
落
ち
栂
は
わ
れ
或
は

つ
よ
-
損
じ
て
見
る
お
そ

ろ
し
さ
い
は
ん
か
41
な
し
鴫
し
ん
陣
演
に
家
潰
れ
め
り
=
め
か
i1
む
さ

ii
ろ
は
さ
は
な
れ
～}
取
入
は

榊
触
り
厨
崩
に
集
-
て
さ
け
屑
ii
る
カ
こ

れ
が
ii
め
に

7
人
-
幡
我
ほ
し
小卜
ろ
人
の
花
Jせ
こ
･.Y
い
T,
く

め
で
す､ト



か
い
ノけ
る
飴
祈
り
入
.江
川
ル糊
に
は
地
冊
粥み
ょ
げ
ろ
に
小
畑
に
発
:
米
-

ち
W
叫侶
L
i1
り
か
.は
に
ttiT..1り
け
ろ
か
大
舶
い
や
か
-
(
苗
汐
の
iI
め
に

は
ぜ
人
に
敷
か
れ
一.J
命
落
せ
し
-
り
致
し
れ
サ

亡
や
よ
さ
に
州

へ
赴
除

i1
ろ
ゆ
(
な
り
ゆ
め
く

･地
琵
つ
よ
く
川
す
じ

へ
蛸
に
死
り
さ
け
ろ
萌

す
た
し
を
叱
り
む
か

し
異永
年
中
にこ
も
こ
た
び
tこ
お

bfISじ
地
がB
つ
よ
-

時

…航

･1
め
り
鋤
に
除
目り
肌州
て
人岬
か
T,
ら
ろ
1
･1
の
多
L
･Y,
や
か
1
.〟
il

め

L
-
め
,O
ら
か
た
れ
ば
地
飴
肌つ
よ
けり
れ
.ば
つ
な
見
わ
い
リ
.,J
知
る
.ヘ
音

な
り
堺
の
人
の
っ
1
か
-
な
さ
わ
り
か
ii
さ
に
座
糾
敢
明
宮

三
相
宮
天

満
宮
に
そ
り
よ
ろ
‥
び
の
冊
か
捧
げ
後
の
収
ま
で
も
蕊
の
な
さ
む
斬
り

て
賜
り
し
な
し
て
か
(?
)愛
.i
総
ろ
に
七･iん

北
兼
西
都

マ
州
に
放
け
る
接
偶
努
質
に
就
い
て

(上
)

(
ペ
ン
チ
'
エ
ス
コ
ラ
)

S
p
緒

言

北
米

マ
サ
チ

ユー
セ
ツ
州
西
部
地
方
は
荘
園
片
腕
岩

雲
母
片
腕
岩
.
閃
披
岩
'
磯
岩
'
石
灰
岩
等
よ
-
な
-

複
雑
な
岩
贋
を
量
し
.
雌
の
地
方
の
過
等
を
占
め
る
花

山阿
片
戚
潜
は
塞
武
利
亜
紀
以
前
の
も
の
ど
考

へ
ら
れ
る

亦
粒
の
片
麻
岩
に
介
在
せ
ら
れ
る
数
厨
り
石
衣
山方
は
片

腕
署
の
存
在
以
前
既
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
っ
て
そ
の

重
な
る
も
の
は
ヒ
ン
ス
ダ
ー
ル
市
の
東
方
及
び
北
方
並

に
リ
ー
市
の
東
南
部
及
び
ワ
シ
ン
ト
ン
市
の
北
方
に
露

田
す
(地
質
圃
塵
照
)

0

此

の石
凱
岩
だ
花
山問
片
麻
岩
だ
の
接
欄
部
に
於
い
て

北
米
四
部
マ
州
に
放
け
る
城
閥
担
質
に
放
い
て

ほ
片
麻
岩
は
二
種
類
の
接
触
内
壁
肇
を
示
し
て
ゐ
る
｡

即
ち
花
岡
片
麻
岩
は
強
姦
性
ど
な
っ
て
石
英
閃
練
岩
を

形
出
す
る
も
の
及
び
依
容
赦
錬
物
に
富
み
且
つ
卑
斜
輝

石
及
び
桐
石
を
合
有
す
る
所
謂
透
輝
石
閃
線
年
花
園
岩

yJ
の
二
秤
頻
で
あ
っ
て
'
後
者
は
明
に
石
衣
岩
の
同
化

作
用
に
よ
っ
て
出
来
た
も
の
で
あ
る
｡

叢
に
述
べ
棟
だ
す
る
の
は
こ
の
石
衣
岩
だ
花
間
片
麻

岩
亡
の
控
欄
鍵
質
に
関
す
る
問
題
で
あ
っ
て
そ
の
主
題

}J
す
る
も
の
は

Z
.
岩
壁
に
よ
る
石
衣
岩
の
同
化
作
用
O

二
'
鍵
贋
作
用
に
よ
っ
て
塵
す
る
石
灘
岩
の
概
観
鉱

毒

よ

こ
三


